
国⼟交通省 多治⾒砂防国道事務所

令和3年3⽉ 越百川第３砂防堰堤 完成

※写真撮影時期は、令和3年2⽉です。
・越百川は⻑野県⽊曽郡⼤桑村にあり、中央アルプスの⻄斜⾯に位置し、伊奈川を経て
⽊曽川に合流します。

・越百川流域は、地形が急峻で⾵化した花崗岩が分布しており、⼟砂の⽣産が活発です。
・越百川第3砂防堰堤は、越百川の⼟砂・洪⽔氾濫対策を⽬的とした鋼管部の⾼さが
21.0mの「鋼管部の⾼さが⽇本⼀」の透過型砂防堰堤（透過型ハイダム堰堤）です。



＜完成までの主な道のり＞ 平成23（2011）年〜令和3（2021）年の⾜掛け11年の⼯事進捗、作業状況、出来事を簡単にまとめました。
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